
プロジェクトリーダー：瀬戸市役所学校教育課 

事  業  実  績  調  書 

 

 (１) プロジェクト名 子どもの学びをサポート 

 (２) プロジェクトの成果（※そのような成果が得られたかについて具体的に記載） 

【発達支援研修会】 

・小中特別支援学校教員対象の大学教員による研修会を２回行った。夏季休業中に実施することで、多

くの小中特支校教員が参加することができた。臨床経験が豊富な大学教員から、事例を基にした講義を

現状に照らし合わせて聞くことで、２学期からの学校現場における児童生徒への支援に役立てることが

できた。 

【理科学習（小学校における理科実験】 

・経験豊富な大学教員が小学校に出向いて理科実験を行うことで、小学校教員が理科実験の方法や提示

の仕方を知ることができた。子どもを引きつけるような実験をしてもらうことで、子どもたちの理科へ

の興味・関心を高めることができた。 

 (３) プロジェクト実施内容（※事業の実施方法、時期、場所、回数、市民への周知方法、参加人員等を含め、

その内容を具体的に記載） 

 

8月 5日（月） 

 

8月 8日（木） 

 

 

 

 

11月 5日（火） 

6日（水） 

11月11日（月） 

  12日（火） 

  18日（月） 

12月12日（木） 

12月16日（月） 

18日（水） 

19日（木） 

 

12月16日（月） 

【発達支援研修会】 

「不適応のみられる児童生徒の保護者の理解と支援」 

（常葉大学 松瀬留美子先生） 

「発達障害の発達を考える－支援と目標－」 

（金城学院大学 川瀬正裕先生） 

 

【理科学習（小学校における理科実験）】 

（以下 愛知工業大学 佐伯平二先生） 

・品野台小学校で実施（３・４年生30人 90分×１コマ） 

          （５・６年生26人 90分×１コマ） 

・下品野小学校で実施（６年生91人 90分×３コマ） 

 

 

・道泉小学校で実施（６年生35人 90分×１コマ） 

・東山小学校で実施（４年生97人 90分×３コマ） 

 

 

（以下 名古屋産業大学 岡村聖先生） 

・幡山西小学校で実施（６年生102名 90分×３コマ） 

（４）プロジェクトの今後の課題と展望 

・大学教員が教員に対して研修会を行ったり、小学校に出向いて授業をしたりしたことで、質の高い講

義や授業を受けることができた。瀬戸市の教員の資質向上を図ることができた。また、瀬戸市を背負っ

て立つ子どもたちに豊かな教育を行うことができた。子どもを育てることは、地域社会の担い手を育て

るということであり、瀬戸市の未来のためには重要な役割を担っている。 

 


